
 

 

 

４年生の２学期が終わりました。明日から冬休みですね。２学期には，学習発表会，ふくやま美術館

見学，タウンウォッチング，社会科見学と，たくさんの行事がありました。そんなたくさんの行事から

多くのことを学び，子ども達が自ら目標を立て，友達と声をかけ合いながら取り組んだことで，行事を

通して成長した子ども達の姿が見られ，「５年生に近づいているな～！」と感じた２学期でした。 

 明日からの冬休みは，クリスマスやお正月等，楽しみにしているイベントを控えている人が多いと思

います。ルールやマナーを守り，安全で楽しい冬休みにしてください。冬休み中に，一年のふり返りを

しっかりとして，新年の決意や目標を考えてみましょう。 

 保護者の皆様，３学期も引き続きよろしくお願いいたします。良い年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑤⑥⑦は，１／１２（金）までに持って来ましょう。 

①筆箱・ノート・教科書（時間割にある教科） 

②宿題 
□ステップアップ冬（ドリル） 

□自主学習（プラス１ノート・漢字ノートを合わせて） 

□読書記録カード 

□学習計画表（振り返りも書く。） 

③月曜セット 
（体操服・給食着・ランチョンマット・シューズなど） 

④ぞうきん２枚，ゴミ袋（大）２枚 
※ゴミ袋（小）が家に余っている人は，持ってきてください。 

⑤学びファイル・テストファイル 
※中身は取り除かず，そのまま学校に持たせてください。 

⑥お道具箱（足りないものは補充しておきましょう。） 

⑦絵の具道具や習字道具，彫刻刀など 
※冬休みの間に中身を確認しておきましょう。足りない物や少ない物があれば，補充をしておき

ましょう。 

 

 

①ステップアップ冬 

＜進め方＞ 

①まずは力試し。自分の力で解く。 

②次に，分からなかったところを教科書などで調べながら解く。 

 （教科書を見てやった所には印をつけておくといいですね。） 

③答え合わせをする。（答えを写すことはしない。） 

④最後に，答えを見ながら直す。 

（自分が何を間違えているかをかくにんしながら，直しましょう。） 

②自主学習 

・お家の人と量や内容を考えて取り組む。 

・プラスワンノートや漢字ノートを使う。 

・２学期の学習の中から取り組みたい内容を決める。 

例えば… 

①自分が苦手な所を復習したい。 

②授業で学んだことをもっとくわしく調べてみたい。 

③授業で学んだことを使って問題をつくって解きたい。 

④授業で学んだことをもとにして実験をしたい。 

⇒テストファイル等を見返して，どこが苦手なのかを知ったり，

授業で気になったこと（疑問）があれば，そのことについて調

べたりしてまとめるのもいいね。 

・計算問題は〇つけと直しまでする。 

③学習計画表 
・毎日，学習の時間をもちましょう。 

・自分の学習についてふり返りを書きましょう。 

④
毎
日
す
る
も
の 

音楽の練習 ・「オーラリー」（一定の速さで吹けるように練習をしましょう。） 

・リコーダーのおけいこの中から好きな曲を選んで練習する。 

仕事・手伝い ・家族の一員として，役割を決めて仕事や手伝いをしましょう。 

読書 
・今年は冬休み前に図書館での本の貸し出しはしておりません。 

家にある本や新聞などを読んでみましょう。 

・読書記録に計画的に記録していきましょう。 

体力づくり 
・３学期のマラソン大会に向けて体力づくりをしましょう。 

・家で縄跳びに挑戦したり，外に出て体を動かしたりしましょう。 

福山市立水呑小学校

２０２３年（令和５年） 

12月２２日（金）冬休み 

冬休みのくらし（裏面に「タブレットのきまり」）を配っておりますので，お子さんと一緒に

ご確認ください。 

・安全第一で過ごす。   

・お金を使う時には，保護者と相談をする。 
特に，この２つについて，お子さんと話をしていただければと思います。子ども達が「自分を

守る判断」をする力を育てていくために，「こんな時どうするか。」，「なぜそうするのか。」をお

子さんと話してみてください。 

４年１組・３組・４組 

１ 始業式 

２ 宿題集め等 

３ 係決め等 

４ 国語 漢字 50 問テスト 

５ 算数 確認テスト 

お家の人と量や内容を考えて

取り組む。 

４年２組  

１ 始業式 

２ 宿題集め等 

３ 体育 

４ 国語 漢字 50 問テスト 

５ 算数 確認テスト 

漢字 50問テストでは，
2学期の漢字 100問テス
トに出た漢字の中から，特
に間違いが多かったものを
出題します。また休み明け
に確認テストをします。 
自主学習でしっかり学習し
ておきましょう。 


